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Higher Fungi Collected in Shimane Prefecture（Ⅷ） 
－New Native Species Recognized from 2017 to 2020－ 
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要    旨 

 

2017～2020 年に島根県内での踏査やきのこ観察会などで採集されたきのこ類について，子実

体の形態観察と一部は分子系統解析を行い，種の同定を試みた。対象子実体は 1,998 個体で，

これらは 446 種（7 綱 22 目 84 科 221 属）に分類された。このうち，68 種（6 綱 14 目 35 科 54

属）は筆者らによる県内での新規同定種であった。これら 68 種のうち，三瓶山で行われた観察

会で採集された 28 種については筆者らがすでに報告した。本報告では，これら 28 種を除く 40

種（5 綱 12 目 25 科 33 属）を目録へ記載した。なお，エゾノビロードツエタケ，ナンカイキク

ラゲ，Auricularia heimuer，Auricularia minutissima およびアジアクロセイヨウショウロは分子系

統解析によって種名が同定された。 

キーワード：きのこ，採集記録，観察会，分子系統解析 

 

Ⅰ はじめに 

 著者らは本県自生きのこの種類，発生時期と頻度，

分布などを調査し（冨川・齋藤，2009；冨川・宮崎，

2012；宮崎・冨川，2012；宮崎・冨川，2013；古賀

ら，2016；宮崎ら，2017；宮崎・冨川，2020），得

られた情報を地域資源活用に関する研究，森林レク

リエーション活動の啓発，森林環境の評価（島根県，

2013）などに利用している。筆者らによる自生種調

査は 2003 年に開始して，2008 年までの 6 年間は定

期的なルートセンサスによって比較的多くの子実

体を観察したが（冨川・宮崎，2012），近年はきの

こ観察会で採集される子実体の調査割合が高くな

ってきた。特に，2018 年は日本菌学会主催の菌類

観察会（島根フォーレ）と，これに関連する 2 回の

観察会が大田市の三瓶山で開催され，多くのきのこ

を調査できる貴重な機会が得られた（宮崎・冨川，

2020）。 

本報告は三瓶山での 3 回の観察会を含め，2017

～2020 年に実施した調査の概要を述べる。また，

これまでに本県で採集記録のない種を目録へ掲載

し,これらの生態的・形態的特徴と分類について述

べる。 

  

Ⅱ 調査方法 

１．子実体採集 

2017～2020 年，著者らによる踏査，県内で開催

されたきのこ観察会での採集，県民から鑑定依頼の

ために持ち込まれた子実体を対象とした。 
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踏査は主にコナラが優占する当センター付属試

験林（冨川・齋藤，2009）で行い，他に海岸砂丘ク

ロマツ林，シイ林，ブナ林，クヌギ林などでも行っ

た。 

きのこ観察会は松江市，雲南市，大田市，隠岐の

島町，飯南町および美郷町でそれぞれ 1～4 回，の

べ 16 回開催された。開催時期は 9 月下旬～10 月下

旬，大田市のみ 7 月下旬にも 1 回開催された。植生

は主にアカマツが混交するコナラ林で，各観察地に

はシイ類，シデ類，カラマツ，モミ，モウソウチク

などもみられた。 

 

２．同定と分類 

 子実体，胞子などの形態的特徴と発生環境などの

生態的特徴を図鑑（今関・本郷，1987；今関・本郷，

1989；長澤，2003；今関ら，2011；池田，2013; 日

本冬虫夏草の会，2014；工藤，2017；城川，2017），

文献（R. H. Petersen・E. Nagasawa，2005；T．

Shirouzu et al.，2009；A. Kinoshita et al., 2018；

白水ら，2018）と照合して種名を特定した。学名と

分類は Index Fungorum（CABI Bioscience, 2020）

の記述を参照した。 

分子系統解析によって分類学的検討がなされて

いる属などについては，これらの報告を参考にして

分子系統解析を行った。DNeasy Plant Mini Kit

（QIAGEN, Hilden, Germany）を用い，そのプロト

コルに従って培養菌糸から DNA を抽出した。PCR 反

応液は TaKaRa Ex Taqを 0.25μl, 10×Ex taq Bufeer

を 5μl, dNTP Mixture を 4μl, 10μM のプライマー

ペアを各 1μl，テンプレート DNA を 1μl，これに滅

菌蒸留水を加えて混合し，計 50μl とした。プライ

マーは ITS1F/ITS4（M. Gardes・T.D. Bruns, 1993； 

T. J. White et al., 1990），または ITS1F/ITS4B

（M. Gardes・T.D. Bruns, 1993），一部は ITS5/ITS4

（T. J. White et al., 1990）を用いた。反応条件

は M. Gardes・T.D. Bruns（1993）に従ったが，伸

長ステップは全てのサイクルを 72℃45 秒に変えて，

ITS 領域の増幅を行った。 

PCR 産物は AmiconUltra-0.5;100K（Millipore）

で精製した後，ユーロフィンジェノミクス（株）へ

シーケンスを外注した。得られた配列データは

BioEdit 7.1.3（T. A. Hall, 1999）を用いてアセ

ンブルし，国際塩基配列データベース（INSD）上の

配列との相同性を BLAST 検索にて判定した。また，

J. Qin et al.（2014），A. Kinoshita et al.（2018），

白水ら（2018）が解析に使用した ITS 領域の塩基配

列を NCBI（National Center for Biotechnology 

Information, USA）からダウンロードし，本調査で

得られた塩基配列の系統解析に使用した。各データ

セットを MEGA v7.0（S. Kumar et al., 2016）に

てマルチプルアライメントした後，最尤法によって

系統樹を作成して調査個体の系統的位置を確認し

た。 

 

Ⅲ 調査結果 

対象子実体は 1,998 個体で，踏査では 679 個体，

きのこ観察会では半数以上の 1,085 個体，鑑定依頼

では 234 個体（15 市町から 152 件依頼）であった。

これらは 466 種（7 綱 22 目 84 科 221 属）に分類さ

れ，県内で新規に 68 種（6 綱 14 目 35 科 54 属）を

確認した。これら 68 種のうち，2018 年に大田市の

三瓶山で開催された観察会で採集され,県内で新規

に認めたとして既に報告した 28 種（宮崎・冨川，

2020）を除き，これまでに本県で採集記録のない

40 種（5 綱 12 目 25 科 33 属）を目録に示した。こ

のうち，踏査による新規採集は 22 種と約半数を占

めた。 

鑑定依頼のうち公的に 2 件の依頼を受け，うち 1

件は島根県出雲保健所から自然毒食中毒の原因と

して疑われた子実体の鑑定であった。農地に堆積さ

れた堆肥から発生した子実体を炒めて喫食された

後に嘔吐・下痢の症状がみられると報告を受け，保

健所が保管していた子実体を持ち帰った。これは子

実体の形態的特徴を観察した結果，オオシロカラカ

サタケ（No.4）と同定した。 

2件目の公的依頼は NPO法人しまね樹木医会から

で，倒伏の恐れがある緑化木，いわゆる「危険木」

の判定や老木化したサクラ類の樹勢維持のため樹

上に発生する腐朽菌の調査であった。著者らも危険

木調査やサクラ類の巡回へ同行し，また年間を通し
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て樹木医が採集した子実体の鑑定依頼を受け付け

た。このうち，センニンタケ（No.20），オオミノコ

フキタケ（No.25）を県内で新規に確認した。 

エゾノビロードツエタケ（No.3）は，BLAST 検索

によって本種の北海道産標本の配列と 99％以上の

相同性を示した。J. Qin et al.（2014）のタマバ

リタケ科の解析に使用された塩基配列を用いた系

統解析の結果では，エゾノビロードツエタケと単系

統群を形成した。形態的には，傘と柄表面に無色か

ら淡黄色の剛毛があり，胞子は 7.5～10×6.4～

8.6μm の広楕円形，側シスチジアは紡錘形で頂部は

頭状であり，R. H. Petersen・E. Nagasawa（2005）

の記載とおおむね一致し，本種と同定された。 

子実体の形態からキクラゲ属と考えられた 6 菌

株は BLAST検索によって 3菌株がナンカイキクラゲ

（No.28），2 菌株が Auricularia heimuer（No.29），1

菌株が A. minutissima（No.30）とそれぞれ 99％以

上の相同性を示した。これらは，白水ら（2018）の

キクラゲ属の解析に使用された塩基配列を用いた

系統解析でナンカイキクラゲと 3 菌株， A. 

minutissima と 1 菌株がそれぞれ単系統群を形成し

た。A. heimuer と 2 菌株は，A. minutissima と側系

統群を形成し，白水ら（2018）の解析と同じ結果が

得られた。この結果から，ナンカイキクラゲ，

Auricularia heimuer，A. minutissima の 3 種が同定さ

れた。各種の担子器果背面に密生する毛の長さはナ

ンカイキクラゲが 69～660μm，A. heimuer が 37～

134μm，A. minutissima が 33～52μm であり，白水ら

（2018）の記載と一致した。 

アジアクロセイヨウショウロ（No.38）は， BLAST

検索によって本種の国内産標本の配列と 99％以上

の相同性を示した。A. Kinoshita et al.（2018）

のセイヨウショウロ属の解析に使用された塩基配

列を用いた系統解析の結果，アジアクロセイヨウシ

ョウロと単系統群を形成した。子実体は 2～4cm の

類球形，表面が黒色で，多角形のいぼに覆われてい

た。子嚢あたりの胞子数は 1～4 個，胞子表面は高

さ 2.9～5.4μmの棘状で，A. Kinoshita et al.（2018）

の記載と一致した。これらの結果から，本種と同定

された。 

目  録 

種名の下に，発生環境（樹種，植生，基質など）

採集時期（月および上～下旬の区別），採集区分（調

査，観察会，鑑定）を記した。 

 

Tricholomataceae キシメジ科 

Tricholoma キシメジ属 

1．Tricholoma sp. 

コナラ，地上，7 月中，調査 

 

所属科不明 

Tricholosporum ウラムラサキシメジ属 

2．Tricholosporum porphyrophyllum ウラムラサキ

シメジ 

スギ，腐植上，10 月上，調査 

 

Physalacriaceae タマバリタケ科 

Paraxerula 

3．Paraxerula hongoi エゾノビロードツエタケ 

 コナラ，材上，10 月中，調査 

 

Agaricaceae ハラタケ科 

Chlorophyllum オオシロカラカサタケ属 

4．Chlorophyllum molybdites オオシロカラカサタケ 

畑地，堆肥上，10 月上，鑑定 

 

所属科不明 

Panaeolus ヒカゲタケ属 

5．Panaeolus papilionaceus ワライタケ 

アカマツ，コナラ，牛糞上，6 月下，調査 

 

Cortinariaceae フウセンタケ科 

Cortinarius フウセンタケ属 

6．Cortinarius hinnuleus キツバフウセンタケ  

コナラ，地上，10 月中，調査 

 

Hymenogastraceae ヒメノガステル科 

Galerina ケコガサタケ属 

7．Galerina sphagnorum ミズゴケタケモドキ 

クロマツ，ミズゴケ上，2 月下，調査 
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8．G. subcerina ヒメコガサ 

クロマツ，地上，10 月下，調査 

 

Entolomataceae イッポンシメジ科 

Entoloma イッポンシメジ属 

9．Entoloma atrum コキイロウラベニタケ 

芝地，地上，7 月上 ，鑑定 

 

Strophariaceae モエギタケ科 

Stropharia モエギタケ属 

10．Stropharia sp. 

芝地，地上，9 月中，調査 

 

Lycoperdaceae ホコリタケ科 

Calvatia ノウタケ属 

11．Calvatia cyathiformis スミレホコリタケ 

畑地，あぜ道上，8 月中，鑑定 

 

Amylocorticiaceae アミロコルチシウム科 

Plicaturopsis チヂレタケ属 

12．Plicaturopsis crispa チヂレタケ 

広葉樹枯枝上，11 月下，調査 

 

Boletaceae イグチ科 

Austroboletus ヤシャイグチ属 

13．Austroboletus gracilis クリカワヤシャイグチ 

アカマツ，コナラ，地上，9 月下，調査 

 

Rhizopogonaceae ショウロ科 

Rhizopogon ショウロ属 

14．Rhizopogon succosus アカショウロ 

アカマツ，クヌギ，地上，10 月下，調査 

 

Russulaceae ベニタケ科 

Russula ベニタケ属 

15．Russula sp. 

シラカシ，地上，9 月上，調査 

 

Lactarius チチタケ属 

16．Lactarius camphoratus ニセヒメチチタケ 

カシワ，地上，10 月下，調査 

17．L. tottoriensis キハツダケ 

モミ，地上，10 月下，観察会 

 

Auriscalpiaceae マツカサタケ科 

Lentinellus ミミナミハタケ属 

18．Lentinellus ursinus イタチナミハタケ 

広葉樹，枯木上，9 月下，観察会 

 

Auriscalpium マツカサタケ属 

19．Auriscalpium vulgare マツカサタケ 

アカマツ，松かさ上，9 月下，調査 

 

Albatrellaceae ニンギョウタケモドキ科 

Scutiger 

20．Scutiger pes-caprae センニンタケ 

10 月中，鑑定 

 

Gomphaceae ラッパタケ科 

Ramaria ホウキタケ属 

21．Ramaria cyanocephala トビイロホウキタケ 

アカマツ，地上，10 月上，観察会 

 

Hydnaceae カノシタ科 

Clavulina カレエダタケ属 

22．Clavulina sp. 

スギ，腐植上，10 月中，調査 

 

Hydnum カノシタ属 

23．Hydnum umbilicatum オオミノイタチハリタケ 

広葉樹，腐植上，4 月中，鑑定 

 

Polyporaceae タマチョレイタケ科 

Poronidulus サカズキカワラタケ属 

24．Poronidulus conchifer サカズキカワラタケ 

広葉樹，枯木上，10 月上，観察会 

 

Ganoderma マンネンタケ属 

25．Ganoderma australe オオミノコフキタケ 

サクラ，幹上，9 月中，鑑定 
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26．Ganoderma sp. トガリミコフキサルノコシカ

ケ（仮称） 

ブナ，切株上，9 月下，調査 

 

Hymenochaetaceae タバコウロコタケ科 

Phellinus キコブタケ属 

27．Phellinus adamantinus ムサシタケ 

広葉樹，切株上，9 月下，調査 

 

Auriculariaceae キクラゲ科 

Auricularia キクラゲ属 

28．Auricularia cornea ナンカイキクラゲ 

広葉樹，枯木上，4 月中，10 月中～下，調査 

29．A. heimuer 

ブナ，倒木上，10 月上，観察会 

30．A. minutissima 

5 月上，鑑定 

 

Dacrymycetaceae アカキクラゲ科 

Dacrymyces アカキクラゲ属 

31．Dacrymyces chrysospermus ハナビラダクリオ

キン 

クロマツ，枯枝上，2 月下，調査 

 

Guepiniopsis タテガタツノマタタケ属 

32．Guepiniopsis buccina タテガタツノマタタケ 

広葉樹，枯枝上，10 月上，観察会 

 

Geoglossaceae テングノメシガイ科 

Geoglossum ヒメテングノメシガイ属 

33．Geoglossum umbratile ヒメテングノメシガイ 

広葉樹，地上，7 月中，調査 

 

Pezizaceae チャワンタケ科 

Peziza チャワンタケ属 

34．Peziza micropus タヌキノチャワンタケ 

ブナ，切株上，11 月上，調査 

 

Pyronemataceae ピロネマキン科 

Otidea ウスベニミミタケ属 

35．Otidea sp. 1 

コナラ，地上，10 月上，鑑定 

36．Otidea sp. 2 

広葉樹，地上，10 月中，観察会 

37．Otidea sp. 3 

広葉樹，地上，10 月中，観察会 

 

Tuberaceae セイヨウショウロ科 

Tuber セイヨウショウロ属 

38．Tuber himalayense アジアクロセイヨウショウ

ロ 

クヌギ，歩道上，10 月上，調査 

 

Ophiocordycipitaceae オフィオコルジケプス科 

Ophiocordyceps オフィオコルジケプス属 

39．Ophiocordyceps purpureostromata ムラサキクビ

オレタケ 

朽木内の幼虫上，9 月下，観察会 

 

Tolypocladium 

40．Tolypocladium intermedium ミヤマタンポタケ 

地下生の子実体上，10 月上，鑑定 

 

Ⅳ 考察 

本調査期間に県内各地で開催されたきのこ観察

会へ調査を兼ねて参加し，全調査対象の半数を超え

る子実体を調査することができた。冒頭で述べたと

おり，三瓶山では島根フォーレを含む 3 回の観察会

が開催され，のべ 100 人を超える菌類の専門家や愛

好家が多数の子実体を観察されたことで，県内では

新規に 28 種が確認された（宮崎・冨川，2020）。ま

た，子実体の採集機会が少ない隠岐諸島においても

2017年と 2018年に環境省主催の観察会が開催され，

新規にキハツダケ（No.17），イタチナミハタケ

（No.18），ムラサキクビオレタケ（No.39）を確認

した。今後もきのこ観察会への参加を継続して採集

記録を蓄積することによって，本県に自生するきの

この分布や子実体発生実態などの記録を充実させ

たい。 

オオシロカラカサタケ（No.4）は熱帯性のきのこ
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と考えられていたが，地球温暖化に伴い国内での分

布が拡大し，北限は宮城県との報告もある（河合，

2013）。河合（2013）によると本県も分布域とされ

ているが，著者らはあらためて本種の自生を確認し

た。また，本種の喫食による中毒が実際に発生した

ことから，今後は注意喚起に努めたい。同じく県内

で新規に採集された毒きのことして，ワライタケ

（No.5）を同定した。本種は黒毛和種の放牧場で牛

糞上に発生し，幻覚性の毒成分を有すため（長澤，

2003）中毒事故に対して注意を促したい。 

オオミノコフキタケ（No.25）は本州以南に分布

する種として，コフキサルノコシカケ（Ganoderma 

applanatum）と区別される（城川，2017）。本種と

考えられる子実体は 2015 年に島根県埋蔵文化財調

査センターによる遺跡発掘調査で約 3,000 年前の

地層から出土し，2017 年に当センターへ公的に鑑

定依頼があった。子実体を構成する菌糸，胞子など

の形態から本種と同定したが（冨川ら,2019），発生

地の地理的・生態的な情報が不明であることから，

この時点では県内採集として記録しなかった。なお，

本種は従来マンネンタケ科マンネンタケ属に分類

されていたが，CABI Bioscience（2020）では，タ

マチョレイタケ科へ統合されている。同属のトガリ

ミコフキサルノコシカケ（仮称）（No.26）はブナの

切株上に発生し，城川（2017）の記載にある水滴形

の胞子が観察された。 

トビイロホウキタケ（No.21）について，池田（2013）

はホウキタケ属として記載し，CABI Bioscience 

（2020）では，この学名はファエオクラブリナ属に

転属されている。一方，安藤・前川（2014）による

と，国内でトビイロホウキタケと同定された複数の

標本を調査した結果，これらはいくつかの系統に分

かれ，ホウキタケ属，ファエオクラブリナ属のいず

れにも当たらないとされる。本種の分類については

議論の進展が待たれるが，本調査では子実体の形態

的特徴が池田（2013）の記載と一致したことから暫

定的にホウキタケ属を採用した。 

核リボソーム DNAの ITS領域は種間によって塩基

配列の変異が大きいことから，菌類では種の識別方

法として，一般的に用いられている。本調査でも形

態的・生態的観察に併せてこの解析を試みることで

5 種を識別することができ，同定手法の一つとして

有効と考えられた。本報告の目録へは属までを明ら

かにした 7 種を掲載しているが，これらについても

分子系統学的な検討を重ねて種の特定に努めたい。 

キクラゲ属の解析ではナンカイキクラゲ（No.28），

Auricularia heimuer（No.29）， A. minutissima（No.30）

の 3 種が確認され，キクラゲ（A. auricula-judae = A. 

auricula），アラゲキクラゲ（A. polytricha）は認め

られなかった。白水ら（2018）は国内の標本を調査

し，キクラゲとされていた標本は A. heimuer，A. 

minutissima を含む 4 種に同定され，アラゲキクラ

ゲとされていた標本はナンカイキクラゲと同定さ

れた。また，キクラゲとアラゲキクラゲは標本の中

に見られなかったとされており，本調査でも同じ結

果となった。このため，既報（冨川・齋藤，2009）

の目録へ掲載したキクラゲとアラゲキクラゲにつ

いては修正が必要である。これらキクラゲ属やアジ

アクロセイヨウショウロ（No.38）などトリュフの

仲間は食用として有用であり，今後は正確な同定が

求められる。 

著者らはこれまでに本県で採集されたきのこを

報告しているが（冨川・齋藤，2009；宮崎・冨川，

2012；宮崎・冨川，2013；宮崎ら，2017；宮崎・冨

川，2020），これらからキクラゲとアラゲキクラゲ

を削除した上で本調査による新規 40 種を加え，県

内採集を 8 綱 24 目 101 科 316 属 732 種，分類や種

名検討中の種が 54 種とした。 
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